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リガンド -受容体分子  Slit-Roundabout2 (Robo2) の機能を抑制すると、この組織






に着目し、修復中の組織において死にゆく細胞  (dying cell) が出現した際にこ
れを排除するのにも寄与している可能性を考え、組織中の dying cell の空間的
局在を解析した。その結果、dying cell は修復中の組織において時間経過ととも
に組織外へと排除されたが、Slit-Robo2 シグナルが抑制された組織では dying 
cell の排除が有意に遅滞することがわかった。逆に、Slit-Robo2 シグナルを亢進
させると dying cell の排除が促進されることもわかった。さらに、修復中の組
織に出現する dying cell では分泌性増殖因子 Wingless (Wg) や Decapentaplegic 
(Dpp) が過剰に発現しており、組織全体で Wg や Dpp の発現を抑制することで
Slit-Robo2 抑制による組織修復の異常が軽減した。以上の結果から、損傷部位
付近で起こる JNK 依存的な Slit-Robo2 シグナルの活性化は、修復中の組織に出
現する dying cell を速やかに組織外へと排除することで、dying cell から分泌さ
れる細胞増殖因子の量を適正に制御し組織修復を促していると考えられた。  



















織外へ排除されずに上皮に留まった dying cellを解析したところ、このような    
















場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。（ た だ し 、 学 位 規 則 第 ８ 条 の 規
定により、猶予期間は学位授与日から３ヶ月以内を記入すること。）  
要旨公開可能日：	 	 	 	 	 年	 	 	 月	 	 	 日  
